















































第1/il ガイダンス 第6巨l雑談する 第1回頼む
/自己紹介をする 第71QI 話し合う 第12回 IfJi-る
第2回説明する 第8回謝る・感謝する 第13回意見を述べる・
第.3li 紹介する 第9回 励ます・アドパ 忠告する
第4回 る イスする 第14/QJ 説得する
第51il 質問する 第羽田部Jめる・誘う 第15回面接を受ける
本実践の各課題の学習目標は，大きく以下の 3つのグループに分別される。
① 思っていることや考えを表現する。…… I部(第 1回~第5回)



























































扱った。授業時期は2014，2015年の前学期(4 月 ~7 月)で，筆者(授業者)が担当した「日本









間 5月2週目)， Il部終了時(事後 7月末)に実施した。事前と中間の間に4週間，仁I:r間と
後の1号に10週間の期間がある。 3問ずつで構成される 6要因について，全日間の設問を設け合計





. I学習意欲J(問 1，2， 5) ……会話に関する知識や技能を学びたいという意欲
. I白己肯定感J(問8，12， 13)……会話の場における自己の肯定的評価
. I交流意欲J(問 3，14， 18)……会話を通して相手との関係を保持したいという意欲
. ，-思考態度J(1日14， 10， 15)……会話の方自在に対する意識の高さ















問 6 会話の中で 自分はよく話をする方だと思う。
問 7 友だちとコミュニケーションは問題なくとれていると思う。
問8 自分の話は友だちを面白がらせたり，楽しませたりしていると思う。
i~司 9 友だちとケンカしでも すぐに元の仲の良い関係に戻れると思う。
l~d]l O 日常の会話でも 内容や話すJ'I買番などよく考えて話すことが大事だと患う。
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3 1-学習意欲jの平均点の変化]
測定H寺期(事前，ヰJ!1司，事後)での変化を Holm法による対応のある多重比較によって検討し






男女(2)x測定時期(3)の混合計画の分散分析を行つ t:.o 結果は， 測定|時期の主効果が有意 (F
(2，80) = 5.28， pく.01)であり，男女差は有意ではなかった。また性差×測定時期の交互作用が有










た結果， 事前より中間 (MSe=1.11， pく.05)及び，事前より事後 (MSe= 1.11， pく.05)で自己肯
定感が高くなっていた。交互作用が有意であったので，単純主効果を対-)応芯のあるHolm羽1法で
たところ，事前，中間では男女差が認められず，事後のみ (MSe= 2.374， pく.01)有意な差があっ
た。 また， 男子の測定時期 (事ー前 中間，事後)で、の変化をHolm法による対応のある多重比較に
よって検討した結果，事前より中間 (MSe=1.1， pく.05)， I~J 間より事後(lVISe ニ1. 11 ， pく.05)及
び，事前より事後 (MSe=1.11， pく.05)で、学習意欲が高くなっていた。
4.3 1交流意欲Jについての分析結果
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[I~I 5 I交流意欲」の平均点の変化]
測定H寺期 (事前，中If号，事後)での変化をHolm法で、の対応、のある多重比較によって検討した結























































































































井出祥子 (2006) ~わきま えの語用論J，大修館書J;5








研究J9， pp. 1 -11，富山大学人間発達科学研究実践総合セ ンタ ー
宮城信・泉一彦 (2015) í高大連携学習によるコミュ ニ ケーションスキル教育の!~再発研究J U教育
実践研究J10， pp. 97 -112， f司上
森篤[耐.-'=1二頭哲宏 (2010)U小学生のための会話練習ワークJ. ココ出版
森篤品目-豊田誠 (2010)r日本語教育の方法を応用した話し言葉教育の試みーロールプレイを用
いた高等学校国語科の授業 J ~教育実践学論集J 1， pp.97-106，兵庫教育大学
森山卓郎(1990)IT断り jの方1倍一対人関係調性と コミュニケーションJu言語J19-8， pp. 59-
66， 大修ri官書)苫
iJJ I今博之 (2000)rロールプレイで学ぶ中級から上級への日本語会話l アルク
7王
( 1 ) 本授業のガイダンスでの「これまで，たとえば高校までの国語の授業で，どのようにコミ
ユニケーションの技術について学んできたかjという質問に対して，iほとんど記憶にないj
(45人中26名 58%)， iデイスカッションをやったことがあるJ(同14名 31 %) r意見発表
の指導を受けたこと があるJ(同4名 9 %) rそもそもどのような ことを学ぶのかわから な
いJ(同 6名 13%) などの回答がょせられた(詳細は，宮城・文2014を参照のこと)。
( 2 ) 日本語教育では一般的であるが，国語科教育においては十分な知見の蓄積はない。本稿に
先行する数少ない中等教育以上で、の実践として森・豊田 (2010)がある。
( 3 ) 各課題の内容については，井出 2006，大測 2010，岡本 2010，日高 2012，森LIJ1990等の
考察を参考にして問題のある会話例を作成した。
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( 4 ) 本授業のシラパスでは「これまでお座なりに行ってきたコ ミュニケーションのあり方を見
直し， I苛き手を意識したスキルを身につける。jを達成目標としている。
( 5 ) 博幸氏作成の統計解析フリーソフト。 http://www.kisnet.or.jp/nappa/software/ star /から
ダウンロード可能。
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